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■調査概要 

１．調査目的  

本調査は、令和３年度から令和５年度までを計画期間とする「第９次宮津市高齢者保健福祉計

画・第８期宮津市介護保険事業計画」の策定のための基礎資料とすることを目的とし、本市在住

の65歳以上の方の健康や生活実態、介護の実態等を把握するために実施しました。 

 

 

２．調査設計 

 ・調査地域：宮津市内全域 

 ・調査対象：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

宮津市在住の 65歳以上で、要介護１から５までの認定を受けていない方 

       在宅介護実態調査 

宮津市内の在宅で生活している要支援、要介護認定を受けている方及びその方を介

護する家族 

 ・調査方法：郵送配布、郵送回収 

 ・調査期間：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

令和元年 11月 29日（金）～12月 22日（日） 

在宅介護実態調査 

令和元年 11月１日（金）～11月 29日（金） 

 

 

３．回収状況 

 発送数 有効回答数 有効回答率 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 6,030 件 4,120 件 68.3％ 

在宅介護実態調査 793件 520件 65.6％ 

 

 

４．報告書の見方 

① 回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示し、小数点第２位を四捨

五入しました。（比率の合計が100.0％にならない場合があります。） 

② 図表上の「ＭＡ％」という表記は複数回答（Multiple Answer の略）の、また、「ＬＡ％」

という表記は制限つき複数回答（Limited Answer の略）の意味です。 

③ コンピュータ入力の都合上、図表において、回答選択肢の見出しを簡略化している場合が

あります。 
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■回答者の属性 

Ⅰ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の結果概要 

 

１ 回答者の基本属性                

 

（１）性別［問１（１）］ （２）年齢［問１（２）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は回答者数 

 

 

（３）居住地域［問１（３）］ （４）要支援認定の状況［問１（４）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は回答者数 

  

男性

42.3%

(1,743)
女性

54.6%

(2,248)

無回答

3.1%

(129)

(n=4,120)

65～69歳

21.8%

(897)

70～74歳

25.6%

(1,054)
75～79歳

20.6%

(848)

80～84歳

15.7%

(646)

85～89歳

9.7%

(400)

90歳以上

3.7%

(151)

無回答

3.0%

(124)

(n=4,120)

問１（２）年齢
調
査

数

6
5
～

6
9
歳

7
0
～

7
4
歳

7
5
～

7
9
歳

8
0
～

8
4
歳

8
5
～

8
9
歳

9
0

歳
以
上

無
回

答

100 21.8 25.6 20.6 15.7 9.7 3.7 3.0
4120 897 1054 848 646 400 151 124

認定は受けて

いない

84.9%

(3,497)

要支援１

6.2%

(254)

要支援２

3.3%

(136)

事業対象者

0.6%(23)

無回答

5.1%(210)

(n=4,120)

調

査
数

認

定
は
受

け
て

い
な

い

要

支
援
１

要

支
援
２

事

業
対
象

者

無

回
答

100 84.9 6.2 3.3 0.6 5.1
4120 3497 254 136 23 210

46.1(1,898) 

7.0(288) 

10.9(448) 

6.1(253) 

6.9(283) 

9.0(369) 

3.9(160) 

0.6(23) 

5.4(222) 

1.3(52) 

0.0(1) 

3.0(123) 

0 10 20 30 40 50

宮津

上宮津

栗田

由良

吉津

府中

日置

世屋

養老

日ヶ谷

わからない

無回答

(%)(n=4,120) 調

査
数

宮

津

上

宮
津

栗

田

由

良

吉

津

府

中

日

置

世

屋

養

老

日
ヶ

谷

わ

か
ら
な

い

無

回
答

100 46.1 7.0 10.9 6.1 6.9 9.0 3.9 0.6 5.4 1.3 0.0 3.0
4120 1898 288 448 253 283 369 160 23 222 52 1 123

南部圏域 

20.2％ 

北部圏域 

77.0％ 

※日常生活圏域･･･地理的条件、生活形態、人口等社
会的条件を総合的に勘案して設定したもので、宮
津市では２圏域を設定。 
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２ 回答者の家族構成                

（１）家族構成 

問１（５）家族構成を教えてください（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 回答者の介護・介助の状況                

（１）介護・介助の必要性の有無 

問１（６）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか（○は１つ） 

 

 

 

  □性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □圏域別 

 

 

 

 

 

 

 

  いずれの圏域も「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」が最も多くなっています。 

 「１人暮らし」の割合は、いずれの圏域も２割前後となっています。 

  男女とも「介護・介助は必要ない」が８割を占めています。 

  圏域別では、いずれの圏域も「介護・介助は必要ない」が８割を占めています。 

82.2 

87.4 

82.5 

8.2 

7.6 

9.1 

5.4 

4.1 

6.6 

4.3 

0.9 

1.8 

男性(n=1,743)

女性(n=2,248)

(%)
0 20 40 60 80 100

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

全体(n=4,120)

82.2 

81.4 

85.4 

8.2 

10.8 

7.9 

5.4 

6.2 

5.3 

4.3 

1.7 

1.5 

(%)
0 20 40 60 80 100

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要

だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

北部圏域(n=826)

南部圏域(n=3,170)

全体(n=4,120)

20.4 

19.4 

21.4 

42.0 

41.0 

43.8 

5.0 

5.3 

5.1 

13.0 

16.6 

12.6 

15.8 

16.1 

16.4 

3.8 

1.6 

0.8 

(%)
0 20 40 60 80 100

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答

北部圏域(n=826)

南部圏域(n=3,170)

全体(n=4,120)
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① 介護・介助が必要になった原因 

問１（６）① 【（６）において「２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けて

いない」または「３．現在、何らかの介護を受けている」に○をした方のみ】 

介護・介助が必要になった主な原因は何ですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

② 主な介護者 

問１（６）② 【（６）において「３．現在、何らかの介護を受けている」に○をした

方のみ】 

主にどなたの介護、介助を受けていますか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（上位５疾病・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

  全  体 高齢による衰弱 骨折・転倒 心臓病
関節の病気（リウマ
チ等）

脳卒中（脳出血･ 脳
梗塞等）他

(n=559) 18.8 18.1 14.7 11.4 9.1

（上位５項目・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

  全  体 配偶者（夫・妻）
介護サービスのヘル
パー

息子 娘 子の配偶者

(n=221) 31.7 27.1 20.4 19.9 8.1
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４ からだを動かすことについて                

 

（１）運動機能の低下リスク 

 

 

  ＊リスク評価（下記の設問のうち３問以上に該当すれば、運動機能の低下リスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

該当割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問２(１) 
階段を手すりや壁をつたわらずに

昇っていますか 
「できない」 20.6 7.8 10.2 17.6 32.7 49.0 59.6 

問２(２) 

椅子に座った状態から何もつ

かまらずに立ち上がっていま

すか 

「できない」 13.3 4.8 6.8 9.3 21.4 33.5 43.7 

問２(３) 
１５分位続けて歩いています

か 
「できない」 10.1 3.5 4.9 7.3 15.2 26.5 35.1 

問２(４) 
過去１年間に転んだ経験があ

りますか 

「何度もある」 

「一度ある」 
30.9 21.4 24.1 31.3 39.3 49.6 45.7 

問２(５) 
転倒に対する不安は大きいで

すか 

「とても不安である」 

「やや不安である」 
48.4 36.0 39.3 47.4 60.5 72.0 76.2 

 

  

  運動機能低下リスクの該当者の割合は 80歳を境に急激に上昇しています。 

17.2 

6.2 

8.5 

13.3 

26.2 

44.5 

55.0 

79.7 

91.8 

89.0 

83.7 

69.8 

51.3 

37.1 

3.1 

2.0 

2.5 

2.9 

4.0 

4.3 

7.9 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)
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（２）転倒リスク 

 
 

  ＊リスク評価（下記の設問の選択肢に該当すれば、転倒リスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問２(４) 
過去１年間に転んだ経験があ

りますか 

「何度もある」 

「一度ある」 
30.9 21.4 24.1 31.3 39.3 49.6 45.7 

 

（３）閉じこもりリスク 

 

 
 

  ＊リスク評価（上記の２問ともに該当すれば、閉じこもりリスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問２(６) 
週に１回以上は外出しています
か 

「ほとんど外出しない」 
「週１回」 

17.0 8.2 12.0 13.4 24.4 34.6 41.1 

問２(７) 
昨年と比べて外出の回数が減
っていますか 

「とても減っている」 
「減っている」 

21.8 13.9 13.5 20.0 28.9 45.8 46.3 

  転倒リスクの該当者の割合は、おおむね年齢が上がるとともに上昇しています。 

  閉じこもりリスクの該当者の割合は、加齢とともに上昇し、85歳以上の各年代では２割

を超えています。 

30.9 

21.4 

24.1 

31.3 

39.3 

49.5 

45.7 

67.0 

77.4 

74.5 

66.9 

57.0 

48.0 

50.3 

2.1 

1.2 

1.4 

1.9 

3.7 

2.5 

4.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

9.2 

3.3 

4.8 

7.3 

13.3 

23.8 

27.2 

88.7 

95.5 

93.5 

90.9 

84.4 

71.8 

67.5 

2.1 

1.1 

1.7 

1.8 

2.3 

4.5 

5.3 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)
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①週１回以上の外出の状況 

問２（６）週に1回以上は外出していますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②昨年と比べた外出回数の減少状況 

問２（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外出控え 

問２（８）外出を控えていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  外出を控えている割合（「はい」の割合）は、いずれの圏域も２割前後で、回

答者の約５人に１人となっています。 

  「ほとんど外出しない」と「週１回」を合わせた『外出しない』割合は、北部

圏域が 21.1％で、南部圏域（15.7％）に比べ高くなっています。 

  「とても減っている」と「減っている」を合わせた『減っている』割合は、北

部圏域が 23.9％で、南部圏域（21.4％）に比べやや高くなっています。 

4.8 

6.1 

4.3 

12.2 

15.0 

11.4 

39.7 

39.3 

39.9 

41.2 

36.1 

42.7 

2.1 

3.5 

1.7 

北部圏域(n=826)

南部圏域(n=3,170)

(%)
0 20 40 60 80 100

ほとんど外出しない

週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

全体(n=4,120)

3.3 

4.5 

3.0 

18.5 

19.4 

18.4 

31.2 

32.7 

30.9 

44.9 

40.1 

46.1 

2.1 

3.4 

1.5 

(%)
0 20 40 60 80 100

とても減っている

減っている あまり減っていない 減っていない 無回答

北部圏域(n=826)

南部圏域(n=3,170)

全体(n=4,120)

18.4 

20.6 

17.6 

79.8 

76.8 

81.0 

1.8 

2.7 

1.5 

(%)
0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答

北部圏域(n=826)

南部圏域(n=3,170)

全体(n=4,120)
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④外出を控えている理由 

問２（８）①【（８）で「１．はい」（外出を控えている）に○をした方のみ】 

外出を控えている理由は、次のどれですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）外出の際の移動手段 

問２（９）外出する際の移動手段は何ですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全体では、「足腰などの痛み」（52.2％）が最も多く、次いで「交通手段がな

い」（19.4％）、「トイレの心配（失禁など）」（16.6％）となっています。 

  圏域別では、「交通手段がない」割合は、南部圏域に比べ北部圏域のほうが

8.1ポイント高くなっています。 

  全体では、「自動車（自分で運転）」（62.1％）が最も多く、次いで、「徒歩」（47.9％）、

「自転車」（30.5％）が続いています。 

  圏域別では、自動車はあまり差はありませんが、「徒歩」「自転車」「鉄道」「タクシー」

の割合は、北部圏域より南部圏域のほうが高くなっています。 

（上位５理由・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

全  体 足腰などの痛み 交通手段がない
トイレの心配
（失禁など）

外での楽しみが
ない

病気

(n=759) 52.2 19.4 16.6 14.5 12.0

北部圏域 足腰などの痛み 交通手段がない
トイレの心配
（失禁など）

外での楽しみが
ない

経済的に出られ
ない

(n=170) 57.1 25.9 20.0 14.7 12.9

南部圏域 足腰などの痛み 交通手段がない
トイレの心配
（失禁など）

外での楽しみが
ない

病気

(n=557) 51.3 17.8 15.8 14.9 12.6

（上位５手段・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

全  体
自動車（自分で
運転）

徒歩 自転車
自動車（人に乗
せてもらう）

路線バス

(n=4,120) 62.1 47.9 30.5 27.4 14.7

北部圏域
自動車（自分で
運転）

徒歩
自動車（人に乗
せてもらう）

自転車 路線バス

(n=826) 63.3 43.3 29.1 19.7 16.6

南部圏域
自動車（自分で
運転）

徒歩 自転車
自動車（人に乗
せてもらう）

路線バス

(n=3,170) 61.7 49.0 33.5 27.0 14.4
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５ 食べることについて                

（１）低栄養リスク 

 

  ＊リスク評価（下記の設問の２問ともに該当すれば、低栄養リスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 
69歳 

70～ 
74歳 

75～ 
79歳 

80～ 
84歳 

85～ 
89歳 

90歳 
以上 

問３(１) 
身長・体重 
ＢＭＩ値＝体重（kg）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ）） 

ＢＭＩ値 18.5未満 
（やせ） 

8.8 8.5 8.5 9.0 9.0 10.8 7.3 

問３(７) 
６箇月間で２～３kg 以上の体重
減少がありましたか 

「はい」 12.4 14.0 10.5 11.8 11.1 15.8 13.9 

 

（２）咀嚼機能の低下リスク 

 

  ＊リスク評価（下記の設問の選択肢に該当すれば、咀嚼機能の低下リスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 
69歳 

70～ 
74歳 

75～ 
79歳 

80～ 
84歳 

85～ 
89歳 

90歳 
以上 

問３(２) 
半年前に比べて固いものが食べ
にくくなりましたか 

「はい」 32.6 23.6 27.1 32.7 39.8 50.0 49.7 

1.4 

1.4 

1.2 

1.9 

0.9 

1.8 

2.0 

93.2 

95.8 

96.2 

93.0 

91.6 

87.3 

79.5 

5.4 

2.8 

2.6 

5.1 

7.4 

11.0 

18.5 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  リスクがある高齢者は、どの年齢も１～２％程度となっています。 

32.6 

23.6 

27.1 

32.7 

39.8 

50.0 

49.7 

65.6 

75.3 

71.2 

65.6 

57.9 

48.0 

46.4 

1.8 

1.1 

1.7 

1.8 

2.3 

2.0 

4.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  リスクの該当者の割合は加齢とともに上昇し、85歳以上の各年代では半数を占めています。 
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（３）口腔機能の低下リスク 

 

  ＊リスク評価（下記の設問のうち２問以上に該当すれば、口腔機能低下リスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 
69歳 

70～ 
74歳 

75～ 
79歳 

80～ 
84歳 

85～ 
89歳 

90歳 
以上 

問３(２) 
半年前に比べて固いものが食べに
くくなりましたか 

「はい」 32.6 23.6 27.1 32.7 39.8 50.0 49.7 

問３(３) お茶や汁物等でむせることがあり
ますか 

「はい」 25.4 19.5 24.7 23.0 28.8 36.5 36.4 

問３(４) 口の渇きが気になりますか 「はい」 24.8 22.2 21.9 24.3 27.4 33.8 32.5 

 

（４）歯の数と入れ歯の利用状況 

問３（６）歯の数と入れ歯の利用状況を教えてください（○は１つ） 

（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて32本です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.1 

16.4 

19.7 

21.7 

27.4 

38.5 

36.4 

75.1 

82.5 

78.6 

76.5 

70.3 

59.5 

59.6 

1.8 

1.1 

1.7 

1.8 

2.3 

2.0 

4.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  口腔機能低下リスクの該当者の割合は 85歳以上の各年代では４割近くを占めています。 

12.3 

9.8 

13.4 

13.9 

13.3 

11.0 

9.3 

26.6 

43.1 

32.3 

22.4 

14.2 

9.8 

7.9 

42.0 

27.5 

39.1 

48.2 

50.8 

52.0 

51.7 

11.1 

15.2 

10.8 

8.6 

11.0 

9.5 

11.3 

8.1 

4.3 

4.5 

6.8 

10.7 

17.8 

19.9 

(%)
0 20 40 60 80 100

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用

自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用

自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  入れ歯を利用する高齢者は半数を占めています。 

  「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」の割合は、概ね年齢が上がるほど高くなっ

ています。 
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（５）共食頻度 

問３（８）どなたかと食事をともにする機会はありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 毎日の生活について                

（１）認知機能の低下リスク 

 

 
 
 
 
 

  ＊リスク評価（上記の１問以上に該当すれば、認知機能の低下リスクあり該当者） 

  □性別 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 
割合（％） 

全体 男性 女性 

問４(１) 物忘れが多いと感じますか 「はい」 43.6 43.5 44.0 

問４(２) 
自分で電話番号を調べて電話をか

けることをしていますか 
「いいえ」 6.4 8.8 4.7 

問４(３) 
今日が何月何日かわからない時が

ありますか 
「はい」 22.9 26.0 20.7 

54.6 

67.0 

65.1 

50.4 

41.5 

36.8 

28.5 

5.8 

5.5 

4.9 

5.7 

6.2 

7.0 

12.6 

14.1 

9.8 

11.0 

16.7 

19.2 

17.5 

21.2 

14.9 

9.7 

10.6 

18.0 

19.0 

23.3 

21.9 

6.7 

5.1 

4.8 

5.8 

10.2 

9.0 

13.2 

4.0 

2.9 

3.5 

3.4 

3.9 

6.5 

2.6 

(%)
0 20 40 60 80 100

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある
ほとんどない

無回答

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  「毎日ある」の割合は、65～74 歳までの年代では６割を超え、年齢が上がるほど共食の

頻度は低下傾向がみられます。 

  性別では、認知機能の低下リスクのある割合は女性に比べ男性のほうがやや高くなって

います。 

  年齢別では、認知機能の低下リスクのある割合は、65～74歳の前期高齢者では５割近く

を占め、加齢とともに上昇しています。 

52.0 

54.2 

50.8 

43.7 

41.9 

45.4 

4.2 

3.9 

3.9 

全体(n=4,120)

男性(n=1,743)

女性(n=2,248)

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能
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  □年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問４(１) 物忘れが多いと感じますか 「はい」 43.6 38.6 37.7 44.7 52.6 51.0 53.6 

問４(２) 
自分で電話番号を調べて電話をかけ
ることをしていますか 

「いいえ」 6.4 8.6 6.2 4.0 5.0 7.8 13.2 

問４(３) 
今日が何月何日かわからない時があ
りますか 

「はい」 22.9 19.7 20.3 23.1 24.8 30.8 33.1 

 

（２）手段的自立度 

 

 

 

  ＊手段的自立度の程度（日常生活の基本的な動作の中でも、より高度な運動や記憶力を必要とされる動

作について独力でできる能力の程度） 

  □性別 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 
割合（％） 

全体 男性 女性 

問４(４) 
バスや電車を使って一人で外
出していますか 

「できるし、している」「で
きるけどしていない」 

91.3 94.7 89.1 

問４(５) 
自分で食品・日用品の買物をし
ていますか 

「できるし、している」「で
きるけどしていない」 

94.8 95.5 94.9 

問４(６) 
自分で食事の用意をしていま
すか 

「できるし、している」「で
きるけどしていない」 

91.0 85.0 96.2 

問４(７) 
自分で請求書の支払いをして
いますか 

「できるし、している」「で
きるけどしていない」 

95.3 94.8 96.1 

問４(８) 
自分で預貯金の出し入れをし
ていますか 

「できるし、している」「で
きるけどしていない」 

94.5 93.6 95.6 

52.0 

49.2 

46.6 

51.4 

59.4 

59.3 

63.6 

43.7 

48.2 

50.1 

44.1 

36.5 

34.5 

29.8 

4.2 

2.7 

3.3 

4.5 

4.0 

6.3 

6.6 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  日常生活の基本的な動作の中でも、より高度な運動や記憶力を必要とされる動作につい

て独力でできる能力は、性別では女性に比べ男性でやや低い傾向がみられます。 

  年齢別では、85～89歳の年代を境に一気に低下する傾向がみられます。 

84.5 

80.8 

87.7 

8.3 

12.3 

5.2 

3.9 

4.0 

3.9 

3.3 

2.9 

3.2 

全体(n=4,120)

男性(n=1,743)

女性(n=2,248)

(%)
0 20 40 60 80 100

高い やや低い
低い

判定不能
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  □年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問４(４) 
バスや電車を使って一人で

外出していますか 

「できるし、している」

「できるけどしていない」 
91.3 97.0 95.8 94.5 90.1 75.3 62.3 

問４(５) 
自分で食品・日用品の買物を

していますか 

「できるし、している」

「できるけどしていない」 
94.8 97.6 96.6 97.1 94.9 86.8 82.1 

問４(６) 
自分で食事の用意をしてい

ますか 

「できるし、している」

「できるけどしていない」 
91.0 93.6 92.2 91.4 92.9 83.3 84.7 

問４(７) 
自分で請求書の支払いをし

ていますか 

「できるし、している」

「できるけどしていない」 
95.3 97.1 96.3 95.5 96.2 90.0 91.4 

問４(８) 
自分で預貯金の出し入れを

していますか 

「できるし、している」

「できるけどしていない」 
94.5 96.7 95.6 96.0 94.7 88.3 88.1 

 

 

  

84.5 

91.4 

88.9 

86.6 

84.1 

65.8 

57.0 

8.3 

5.2 

6.9 

8.3 

8.4 

16.0 

17.9 

3.9 

1.4 

1.4 

2.8 

4.5 

11.5 

19.2 

3.3 

1.9 

2.8 

2.4 

3.1 

6.8 

6.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

高い

やや低い 低い

判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)
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（３）知的能動性 

 

 

 

 
 

  ＊知的能動性の程度（日常生活の中で、情報を自ら収集して表現することや創作、余暇活動などの知的

な活動を行うことができる能力の程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 
設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問４(９) 
年金などの書類（役所や病院などに

出す書類）が書けますか 
「はい」 89.5 94.4 92.9 91.7 86.7 79.3 65.6 

問４(10) 新聞を読んでいますか 「はい」 85.1 82.7 86.6 88.3 85.4 83.8 82.8 

問４(11) 本や雑誌を読んでいますか 「はい」 68.9 74.8 72.7 69.2 61.0 63.3 58.3 

問４(12) 
健康についての記事や番組に関心

がありますか 
「はい」 87.7 86.2 87.2 89.6 87.5 91.0 84.8 

 

 

 

 

 

  

  知的能動性の程度について、年齢別では、80～84歳の年代を境に低下する傾向がみられ

ます。 

  性別では、男女とも「高い」割合が５割を超え、女性に比べ男性の割合がやや低くなっ

ています。（男性 53.2％、女性 59.8％） （※性別のグラフ表示は省略しています。） 

56.7 

59.4 

59.8 

60.7 

51.4 

52.0 

37.7 

25.0 

24.5 

24.8 

23.5 

26.9 

24.0 

30.5 

15.6 

14.4 

12.9 

13.4 

19.3 

19.3 

28.5 

2.8 

1.7 

2.6 

2.4 

2.3 

4.8 

3.3 

(%)
0 20 40 60 80 100

高い やや低い 低い 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)
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72.1 

70.7 

72.5 

65.2 

60.3 

49.0 

0 20 40 60 80

65～69歳
(n=897)

70～74歳
(n=1,054)

75～79歳
(n=848)

80～84歳
(n=646)

85～89歳
(n=400)

90歳以上
(n=151)

58.8 

58.8 

56.4 

53.1 

45.3 

41.7 

0 20 40 60 80
(%)

趣味あり 生きがいあり

（４）社会的役割 

 

 
 
 
 
 

  ＊社会的役割や他者との関わりの程度（日常生活の中で、人を思いやる、相談にのる、仲間と会食の機

会を持ったり、地域の活動に参加したり他の世代との積極的な交流などを行う能力の程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 
69歳 

70～ 
74歳 

75～ 
79歳 

80～ 
84歳 

85～ 
89歳 

90歳 
以上 

問４(13) 友人の家を訪ねていますか 「はい」 59.5 56.1 64.2 64.7 61.3 49.8 39.1 

問４(14) 
家族や友人の相談にのっています
か 

「はい」 73.6 79.5 79.4 76.3 68.3 58.5 47.0 

問４(15) 病人を見舞うことができますか 「はい」 87.2 92.6 91.5 90.8 83.4 72.3 62.3 

問４(16) 
若い人に自分から話しかけること
がありますか 

「はい」 77.7 79.7 80.6 80.4 74.8 67.3 73.5 

 

（５）趣味や生きがいの有無 

問４（17）趣味はありますか（○は１つ） 

問４（18）生きがいはありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  社会的役割や他者との関わりの能力の程度について、年齢別では、80～84歳の年代を境

に低下する傾向がみられます。 

  性別では、「高い」割合は女性（53.9％）に比べ男性（40.8％）のほうが低く、10 ポイ

ント以上の差となっています。（※性別のグラフ表示は省略しています。） 

47.8 

47.8 

54.0 

53.5 

46.1 

33.8 

23.8 

23.3 

27.6 

23.1 

22.4 

21.2 

19.5 

19.2 

24.9 

21.5 

19.1 

20.4 

28.2 

42.0 

49.0 

4.0 

3.0 

3.8 

3.7 

4.5 

4.8 

7.9 

(%)
0 20 40 60 80 100

高い やや低い 低い 判定不能

65～69歳(n=897)

70～74歳n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  「趣味あり」の割合は、年

齢が上がるほど概ね低くな

っています。また、男女と

も７割弱（男性 67.2％、女

性69.8％）となっています。 

  「生きがいあり」の割合

は、年齢が上がるほど低く

なっています。また、女性

に比べ男性のほうがやや低

くなっています。（女性

57.9％、男性 52.0％） 

（※性別のグラフは省略し

ています。） 
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７ 地域での活動について                

（１）会・グループへの参加頻度 

問５（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 

※①～⑧のそれぞれに回答してください（それぞれ○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

  □全体 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  □日常生活圏域別―北部圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  □日常生活圏域別―南部圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参加している割合が最も高い（参加していない割合が低い）活動は、「⑦町内会・自治会」

で、４割以上が参加しています。一方、「④学習・教養サークル」「⑤各地区の介護予防の

ための通いの場」「⑥老人クラブ」は、「参加していない」が５割を超えています。 

  「参加していない」割合は、「⑦町内会・自治会」「⑧収入のある仕事」を除く活動では、

女性に比べ男性のほうが高くなっています。 

  圏域別では、グループ活動等の状況に大きな違いはありません。 

0.8 

2.9 

1.6 

0.4 

0.6 

0.6 

0.7 

12.4 

0 20 40 60

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループ
やクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤各地区の介護予防の
ための通いの場

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会

⑧収入のある仕事

(n=4,120)

1.3 

6.5 

4.3 

0.9 

1.0 

0.6 

0.9 

5.3 

0 20 40 60

1.6 

4.8 

4.9 

1.9 

2.1 

0.7 

1.1 

1.9 

0 20 40 60

6.2 

4.0 

11.7 

4.0 

6.9 

3.8 

8.3 

2.8 

0 20 40 60

9.7 

4.8 

6.7 

5.4 

6.0 

9.8 

32.3 

3.5 

0 20 40 60

49.2 

47.3 

42.0 

53.2 

53.8 

54.7 

29.3 

45.0 

0 20 40 60
(%)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない

1.0 

2.8 

1.2 

0.2 

0.7 

0.7 

0.6 

12.3 

0 20 40 60

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループ
やクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤各地区の介護予防の
ための通いの場

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会

⑧収入のある仕事

(n=826)

1.0 

3.1 

2.2 

0.5 

0.1 

0.4 

0.2 

6.5 

0 20 40 60

0.6 

2.5 

3.5 

0.6 

1.6 

0.4 

1.2 

1.7 

0 20 40 60

5.4 

3.0 

10.5 

2.9 

7.1 

3.6 

6.7 

3.0 

0 20 40 60

13.0 

4.2 

6.5 

4.8 

4.6 

10.4 

30.4 

4.2 

0 20 40 60

41.9 

46.2 

39.5 

49.3 

49.3 

48.9 

26.5 

38.5 

0 20 40 60
(%)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない

0.8 

2.9 

1.6 

0.4 

0.6 

0.5 

0.7 

12.6 

0 20 40 60

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループ
やクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤各地区の介護予防の
ための通いの場

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会

⑧収入のある仕事

(n=3,170)

1.3 

7.4 

4.8 

1.0 

1.2 

0.6 

0.9 

5.0 

0 20 40 60

1.7 

5.5 

5.3 

2.2 

2.3 

0.7 

1.1 

2.0 

0 20 40 60

6.5 

4.1 

12.1 

4.4 

6.9 

3.8 

8.8 

2.7 

0 20 40 60

8.8 

4.9 

6.8 

5.5 

6.4 

9.6 

32.9 

3.2 

0 20 40 60

51.1 

47.7 

42.5 

54.2 

54.9 

56.2 

29.9 

46.7 

0 20 40 60
(%)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない
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（２）地域づくり活動の参加者としての参加意向 

問５（２）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと

思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域づくり活動の企画・運営としての参加意向 

問５（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として

参加してみたいと思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  「是非参加したい」と「参加してもよい」を合わせた『参加したい』割合は、79 歳以下

では過半数を占めています。 

7.2 

7.1 

6.5 

8.8 

7.4 

6.8 

6.0 

46.6 

51.7 

49.9 

49.9 

42.1 

34.5 

22.5 

28.6 

29.2 

27.2 

22.5 

29.4 

34.5 

49.7 

8.9 

6.9 

9.0 

10.7 

9.4 

8.3 

7.9 

8.8 

5.0 

7.3 

8.0 

11.6 

16.0 

13.9 

(%)
0 20 40 60 80 100

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

すでに参加している

無回答

65～69歳(n=897)

70～74歳(n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  「参加してもよい」割合は、概ね年齢が上がるほど低くなっています。 

  「すでに参加している」割合は、75～79歳が 10.5％で最も高くなっています。 

2.5 

2.8 

2.4 

2.7 

2.2 

2.8 

2.0 

31.2 

33.3 

34.9 

34.0 

29.9 

19.0 

15.9 

48.5 

51.5 

47.2 

43.5 

46.4 

53.3 

62.3 

7.4 

6.5 

7.2 

10.5 

7.3 

6.3 

3.3 

10.4 

5.9 

8.3 

9.3 

14.2 

18.8 

16.6 

(%)
0 20 40 60 80 100

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

すでに参加している

無回答

65～69歳(n=897)

70～74歳(n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)
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８ たすけあいについて                

 

（１）心配事や愚痴を聞いてくれる人・聞いてあげる人 

問６（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（○はいくつでも） 

問６（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  心配事や愚痴を聞いてくれる人、聞いてあげる人とも、「配偶者」は男性の割合が高くな

っています。 

  一方、女性は、「友人」や「別居の子ども」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」「近隣」の割合が

高くなっています。 

50.2 

13.6 

31.6 

33.7 

16.9 

45.6 

1.5 

6.9 

5.3 

66.3 

10.7 

23.8 

27.6 

11.8 

30.8 

2.1 

8.7 

5.5 

38.0 

15.7 

37.6 

38.5 

20.9 

56.8 

1.0 

5.5 

5.1 

0 20 40 60 80

（２）心配事や愚痴を聞いてあげる人

(MA%)
53.4 

15.3 

34.6 

31.1 

13.2 

44.3 

1.7 

4.2 

3.7 

68.5 

10.2 

22.2 

21.8 

7.8 

30.3 

1.7 

6.5 

4.1 

42.0 

19.0 

44.3 

38.2 

17.5 

54.8 

1.7 

2.4 

3.2 

020406080

（１）心配事や愚痴を聞いてくれる人

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・
親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

(MA%)

全体(n=4,120)

男性(n=1,743)

女性(n=2,248)
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（２）病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人・看病や世話をしてあげ

る人 

問６（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（○はいくつでも） 

問６（４）反対に、看病や世話をしてあげる人（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  看病や世話をしてくれる人、してあげる人とも、「配偶者」の割合は男性で高くなってい

ます。 

  一方、女性は、「別居の子ども」や「同居の子ども」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」などの

割合が高くなっています。 

59.1 

20.6 

28.8 

16.1 

3.0 

6.0 

1.3 

6.8 

3.8 

75.2 

15.8 

19.5 

12.9 

1.3 

2.8 

1.0 

6.9 

3.0 

46.7 

24.1 

36.2 

18.7 

4.1 

8.4 

1.3 

6.8 

4.2 

020406080

（３）病気で数日間寝込んだときに、看病や

世話をしてくれる人

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・
親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

(MA%)

全体

(n=4,120)

男性

(n=1,743)

女性

(n=2,248)

60.4 

17.0 

21.8 

24.7 

4.2 

8.3 

0.7 

11.7 

7.9 

71.7 

14.3 

14.6 

19.5 

2.5 

4.6 

0.7 

11.6 

5.9 

51.8 

19.0 

27.5 

28.6 

5.7 

11.1 

0.7 

11.8 

9.2 

0 20 40 60 80

（４）看病や世話をしてあげる人

(MA%)

全体(n=4,120)

男性(n=1,743)

女性(n=2,248)

全体

(n=4,120)

男性

(n=1,743)

女性

(n=2,248)
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９ 健康について                

（１）主観的健康観 

問７（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主観的幸福感 

問７（２）あなたは、現在どの程度幸せですか（「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を10点と

して、該当する点数に〇印を付けてください。○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「とてもよい」と「まあよい」を合わせた『よい』割合は加齢ともに低下し、「あまりよ

くない」の割合が上昇しています。 

8.5 

11.4 

10.5 

8.1 

5.0 

6.0 

2.0 

67.3 

70.6 

70.7 

68.0 

63.2 

59.5 

60.9 

18.7 

15.2 

15.4 

18.3 

23.7 

24.8 

29.1 

2.8 

2.0 

1.0 

2.4 

4.2 

7.0 

4.0 

2.7 

0.9 

2.4 

3.2 

4.0 

2.8 

4.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

とてもよい まあよい あまりよくない

よくない

無回答

65～69歳(n=897)

70～74歳(n=1,054)

75～79歳(n=848)

80～84歳(n=646)

85～89歳(n=400)

90歳以上(n=151)

全体(n=4,120)

  全体の平均は 7.1 点で、点数の分布は「５点」と「８点」「10 点」の３つの山に分かれ

ています。 

  平均点以下（６点以下）の点数の累計分布は 37.3％で、幸福を実感していない高齢者は

約３人に１人と少なくありません。 

0.4 

0.6 

1.0 

2.4 

2.9 

20.5 

9.5 

12.5 

20.8 

8.2 

15.9 

5.2 

0 10 20 30

０点（とても不幸）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（とても幸せ）

無回答

(%)
(n=4,120)
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（３）うつ傾向 

 

 

  ＊リスク評価（下記の設問のうち１問以上に該当すれば、うつ傾向のリスクあり該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 設問 該当選択肢 

割合（％） 

全体 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

問７(３) 

この１箇月間、気分が沈んだり、

ゆううつな気持ちになったりする

ことがありましたか 

「はい」 39.3 41.4 36.9 41.2 38.1 40.8 36.4 

問７(４) 

この１箇月間、どうしても物事に

対して興味がわかない、あるいは

心から楽しめない感じがよくあり

ましたか 

「はい」 24.4 23.6 19.1 25.0 27.7 31.8 29.8 

 

 

  

 どの年代においても４割程度がうつ傾向のリスクありに該当しています。 

 。 

42.5 

43.9 

39.0 

44.1 

42.3 

45.8 

41.1 

54.0 

54.7 

58.4 

52.2 

52.3 

48.3 

53.6 

3.5 

1.3 

2.6 

3.7 

5.4 

6.0 

5.3 

(%)
0 20 40 60 80 100

該当者 非該当者 判定不能

65～69歳
(n=897)

70～74歳
n=1,054)

75～79歳
(n=848)

80～84歳
(n=646)

85～89歳
(n=400)

90歳以上
(n=151)

全体(n=4,120)
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（４）現在治療中、または後遺症のある病気 

問７（７）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

  □全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.3 

18.0 

12.9 

12.7 

11.4 

10.6 

8.8 

7.0 

6.3 

4.9 

3.8 

3.7 

3.2 

1.0 

1.0 

0.6 

0.5 

8.6 

13.2 

11.4 

0 10 20 30 40

高血圧

目の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

高脂血症（脂質異常）

心臓病

糖尿病

腎臓・前立腺の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

耳の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

血液・免疫の病気

うつ病

パーキンソン病

認知症（アルツハイマー病等）

その他

ない

無回答

(MA%)
(n=4,120)

  全体では、「高血圧」（36.3％）が最も多く、次いで「目の病気」（18.0％）、「筋骨格の病

気（骨粗しょう症、関節症等）」（12.9％）となっています。 

  性別では、男女とも「高血圧」だ第１位で最も多く、これに次いで男性では「腎臓・前

立腺の病気」「目の病気」が、女性では「筋骨格系の病気（骨粗しょう症、関節症等）」「目

の病気」がそれぞれ続いています。 

（上位５疾病・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

  全  体 高血圧 目の病気
筋骨格の病気（骨粗
しょう症、関節症等）

高脂血症（脂質異常） 心臓病

(n=4,120) 36.3 18.0 12.9 12.7 11.4

男性 高血圧 腎臓・前立腺の病気 目の病気 心臓病 糖尿病

(n=1,743) 35.8 18.0 16.0 14.9 13.4

女性 高血圧
筋骨格の病気（骨粗
しょう症、関節症等）

目の病気 高脂血症（脂質異常） 心臓病

(n=2,248) 36.8 19.6 19.6 15.5 8.6
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10 認知症のことについて                

 

（１）自分自身または家族で認知症の症状がある人の有無 

問８（１）認知症の症状がありますか、または家族に認知症の症状がある人がいますか 

 

 

 

 

 

 

 

（２）認知症に関する相談窓口の認知状況 

問８（２）認知症に関する相談窓口を知っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自分自身や家族が認知症になったときに不安なこと 

問８（３）あなたやあなたの家族が認知症になったとき、不安なことは何ですか。(○はいくつでも) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.3 58.2 10.5 全体(n=4,120)

(%)
0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答

9.7 81.0 9.3 全体(n=4,120)

(%)
0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答

74.6 

64.9 

45.5 

35.7 

24.3 

20.9 

18.9 

14.3 

2.3 

3.1 

10.5 

0 20 40 60 80

家族や周りの人に負担や迷惑をかけること

物事の判断や理解ができなくなったり体の自由がきかなくなること

治療や介護を受けることで経済的な負担が増すこと

介護者がいない、又は家族の介護を続けられるかわからないこと

どのように介護をしてよいのかわからないこと

だまされたり、犯罪や事故に巻き込まれたりすること

誰に、またはどこに相談すればいいのか、わからないこと

認知症についてよく知らないこと

その他

特に不安なことはない

無回答

(MA%)
(n=4,120)

  自分自身または家族に認知症の症状がある人がいる（「はい」）が 9.7％に対し、いない

（「いいえ」）は 81.0％となっています。 

  認知症に関する相談窓口を知っている（「はい」）が 31.3％に対し、知らない（「いいえ」）

は 58.2％となっています。 

  「家族や周りの人に負担や迷惑をかけること」（74.6％）が最も多く、次いで「物事の判

断や理解ができなくなったり体の自由がきかなくなること」（64.9％）となっています。 
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11 これからの生活について                

 

（１）介護が必要になったときに暮らしたい場所 

問９（１）仮に介護が必要になったとき、どこで暮らしたいと思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）在宅生活を続けるうえで今後利用したいサービスや取組 

問９（２）在宅生活を続けるうえで、今後利用したいと思うサービス・取組は何ですか 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「自宅」が最も多く、これに次いで「特別養護老人ホームなどの介護保険施設」となって

います。 

  「配食（お弁当の配達）」「掃除・洗濯」「買い物（宅配は含まない）」「移送サービス（介

護・福祉タクシー等）」が多くなっています。 

  圏域別でみても、利用したいサービスや取組の傾向に大きな違いはありません。 

49.2 

1.4 

0.1 

7.7 

22.5 

4.8 

0.6 

9.6 

4.2 

0 20 40 60

自宅

息子・娘の家

兄弟姉妹などの親戚の家

高齢者向けのケア付き住宅

特別養護老人ホームなどの介護保険施設

病院などの医療施設（緩和ケア病棟やホスピスを含む）

その他

わからない

無回答

(%)

(n=4,120)

43.6 

32.6 

32.6 

31.0 

21.7 

21.1 

18.1 

15.7 

12.1 

11.7 

10.0 

5.6 

17.7 

0 10 20 30 40 50

配食（お弁当の配達）

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出同行（通院、買い物など）

ゴミ出し

調理

見守り、声かけ

体操・運動教室

サロンなどの定期的な通いの場

話し相手

その他

無回答

(MA%)
(n=4,120)
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（３）住み慣れた地域で安心して過ごすために必要なこと 

問９（３）住み慣れた地域で、いつまでも安心して過ごすには何が必要だと思いますか 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 成年後見制度について                

（１）成年後見制度の認知度 

問10（１）あなたは、高齢者の権利を守る制度の一つである「成年後見制度」を知っています

か（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  「安心して医療が受けられること」「積極的に外出して友人や知人と交流すること」「自分

にあった健康づくり、介護予防・認知症予防活動」などが多くなっています。 

  圏域別でみても、高齢者のニーズの傾向に大きな違いはありません。 

  成年後見制度を「知っている」割合は 29.5％

に対し、「知らない」が 31.5％となっています。 

  「聞いたことがある」が 34.3％となってお

り、言葉自体は広がってきています。 

68.1 

49.0 

46.4 

43.6 

41.4 

41.1 

37.3 

26.7 

26.2 

24.1 

19.7 

6.7 

1.6 

5.9 

0 20 40 60 80

安心して医療が受けられること

積極的に外出して友人や知人と交流すること

自分にあった健康づくり、介護予防・認知症予防活動

通院等のための移動手段

経済的な余裕、資産

スーパー、金融機関、郵便局、病院等日常生活に必要な店や施設

ホームヘルプサービスやデイサービスなど介護サービスの充実

地域の見守り・支え合い活動の推進（定期的な訪問、話し相手等）

家族や親族の援助

安全で安心して生活できる住居（段差がない、手すりがあるなど）

生きがいづくりや地域活動（ボランティア、老人クラブなど）

雇用・就業機会の確保

その他

無回答

(MA%)

(n=4,120)

知っている

29.5%

聞いたこと

がある

34.3%

知らない

31.5%

無回答

4.7%

(n=4,120)
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（２）自身や家族の判断能力が衰えたときに成年後見制度を利用したいか 

問10（２）【（１）で「１．知っている」に○をした方のみ】 

   あなたやあなたの家族が、認知症などで判断能力が衰えたときに、成年後見制度を利用し

てみたいと思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）成年後見制度の利用にあたり問題となること 

問10（３）【（１）で「１．知っている」に○をした方のみ】 

成年後見制度を利用するにあたって問題となることは何ですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  「どちらともいえない」が多くなっています。 

  一方、「利用してみたい」が 20.7％に対し、

「利用しようとは思わない」は 35.7％となって

います。 

  「制度の利用方法がよく分からないこと」「成年後見人を専門家に任せた場合、報酬が必

要となること」「手続きが複雑であること」などが多くなっています。 

35.1 

34.9 

32.3 

14.0 

13.3 

0 10 20 30 40

制度の利用方法がよく分からないこと

成年後見人を専門家に任せた場合、報酬が必要となること

手続きが複雑であること

その他

無回答

(MA%)

(n=1,215)

利用してみたい

20.7%

利用しようとは

思わない

35.7%

どちらとも

いえない

42.6%

無回答

1.0%

(n=1,215)
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13 延命治療について                

 

（１）延命治療の希望有無 

問11（１）将来、治る見込みがなく死期が迫っている（６か月程度あるいはそれより短い期間を

想定）と告げられた場合、延命治療を望みますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）希望する療養生活の場所 

問11（３）将来、治る見込みがなく死期が迫っている（６か月程度あるいはそれより短い期間を

想定）と告げられた場合、どこで療養生活を望みますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.5 

1.4 

0.0 

2.7 

8.3 

25.8 

0.3 

11.9 

3.0 

0 10 20 30 40 50

自宅

息子・娘の家

兄弟姉妹などの親戚の家

高齢者向けのケア付住宅

特別養護老人ホームなどの介護保険施設等

病院などの医療施設（緩和ケア病棟やホスピスを含む）

その他

わからない

無回答

(%)
(n=4,120)

  延命治療を望む（「はい」）は 1.8％に対

し、望まない（「いいえ」）が 75.5％となっ

ています。 

◎希望する延命治療の内容（上位３項目） 

 第１位「点滴による水分補給」  

第２位「人工呼吸器の使用」  

第３位「心肺蘇生（心臓マッサージなど）」 

  「自宅」（46.5％）で最も多く、次いで「病院などの医療施設（緩和ケア病棟やホスピス

を含む）」（25.8％）となっています。 

はい

1.8%

いいえ

75.5%

わからない

18.6%

無回答

4.0%

(n=4,120)
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（３）延命治療についての話し合いを家族としたことの有無 

問11（４）延命治療について家族と話し合ったことはありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  家族と話し合いをしたことが「ある」が

36.0％、「ない」が 44.9％となっています。 

ある

36.0%

ない

44.9%

これから話し

合おうと思う

16.3%

無回答

2.8%

(n=4,120)
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Ⅱ 在宅介護実態調査の結果概要 

 

１ 回答者本人の基本属性                

 

（１）性別 （２）年齢構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は回答者数 

 

 

（３）要介護度 （４）居住圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は回答者数 

 

 

 

 

 

  

男性

33.1%(172)

女性

66.2%(344)

無回答

0.8%(4)

(n=520)

65歳未満

1.2%(6)
65～69歳

3.7%(19)

70～74歳

6.9%(36)

75～79歳

13.7%(71)

80～84歳

24.2%(126)
85～89歳

28.5%(148)

90歳以上

21.2%(110)

無回答

0.8%(4)

(n=520)

0.2(1) 

31.5(164) 

17.3(90) 

21.7(113) 

16.0(83) 

7.1(37) 

3.8(20) 

1.5(8) 

0.8(4) 

0 10 20 30 40

非該当

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

(%)
(n=520)

北部圏域

23.7%(123)

南部圏域

76.0%(395)

無回答

0.4%(2)

(n=520)

※ここからの調査結果の一部については、国から提供された「自動集計分析ソフト」に

よる集計値を引用しており、その値は、ｎ数から無回答を除いた人数で集計を行って

いるため、分析項目によっては、他とｎ数が異なっている場合があります。 
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２ 家族や親族による介護の状況とサービス・支援に対するニーズ                

（１）世帯類型 

Ａ票・問１ 世帯類型について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

□要介護度別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□圏域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全体では、「単身世帯」が 33.8％、夫婦のみ世帯が 26.3％となっていますが、その他の

世帯が 37.1％と最も多くなっています。 

  要介護度別では、「単身世帯」の割合は要支援１･２（39.8％）が、「夫婦のみ世帯」の

割合は要介護３以上（32.3％）で、最も高くなっています。 

  圏域別では、「単身世帯」の割合は南部圏域のほうが 7.2ポイント高くなっています。 

33.8 

28.5 

35.7 

26.3 

29.3 

25.3 

37.1 

39.8 

36.2 

2.7 

2.4 

2.8 

全体(n=520)

北部圏域(n=123)

南部圏域(n=395)

(%)
0 20 40 60 80 100

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

33.8 

39.8 

29.6 

24.6 

26.3 

28.7 

20.4 

32.3 

37.1 

27.2 

48.5 

43.1 

2.7 

4.3 

1.5 

0.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

要支援１・２
(n=254)

要介護１・２
(n=196)

要介護３以上
(n=65)

全体(n=520)
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（２）家族や親族による介護の頻度 

Ａ票・問２ ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか。（同居していない

子どもや親族等からの介護を含む）（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

□要介護度別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□圏域別 

 

 

 

 

 

（３）主な介護者 

Ａ票・問３ 【問２で「ない」以外に○をした方】 

主な介護者の方は、どなたですか。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.4 53.7 10.7 

1.3 

2.3 
4.9 1.6 全体(n=307)

(%)
0 20 40 60 80 100

配偶者 子 子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

  全体では、「ほぼ毎日ある」（34.0％）で最も多い一方で、「ない」（31.5％）も３割とな

っています。 

  「ほぼ毎日ある」の割合は、要介護度が重いほど高く、要介護３以上では 53.8％となっ

ています。一方「ない」割合は要支援１・２で 43.7％と最も高くなっています。 

  圏域別では、北部圏域では「ほぼ毎日ある」の割合が、南部圏域では「ない」の割合が、

それぞれ高くなっています。 

  介護があると回答した方に主な介護者についてたずねたところ、「子」（53.7％）が最も

多く、次いで「配偶者」（25.4％）、「子の配偶者」（10.7％）となっています。 

31.5 

23.6 

34.2 

11.5 

13.8 

10.6 

8.5 

9.8 

8.1 

5.0 

4.9 

5.1 

34.0 

38.2 

32.7 

9.4 

9.8 

9.4 

全体(n=520)

北部圏域(n=123)

南部圏域(n=395)

ない

家族・親族の介護はあるが、

週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

31.5 

43.7 

16.8 

26.2 

11.5 

12.2 

11.2 

9.2 

8.5 

9.1 

10.2 

1.5 

5.0 

3.5 

7.1 

4.6 

34.0 

18.1 

48.5 

53.8 

9.4 

13.4 

6.1 

4.6 

ない

家族・親族の介護はあるが、

週に１日よりも少ない
週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

要支援１・２
(n=254)

要介護１・２
(n=196)

要介護３以上
(n=65)

全体(n=520)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（４）介護者の性別 

Ａ票・問４ 【問２で「ない」以外に○をした方】 

主な介護者の方の性別について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

（５）介護者の年齢 

Ａ票・問５ 【問２で「ない」以外に○をした方】 

主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

□全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□介護者の就労形態別（自動集計分析ソフトによる集計に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.3 

0.0 

5.5 

24.4 

36.8 

15.6 

16.3 

0.7 

0.3 

0 10 20 30 40

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

(%)
(n=307)

  「60代」が 36.8％で最も多く、次いで「50代」が 24.4％、「80歳以上」が 16.3％となっ

ています。 

  介護者のうち、フルタイム勤務者では「50代」が 47.1％、パートタイム勤務者では「60

代」が 50.7％と、それそれ半数前後を占めています。 

0.0

0.0

0.0

0.0

3.0

4.2

10.3

5.1

9.0

33.8

47.1

24.9

38.1

50.7

26.5

38.5

24.6

7.0

10.3

16.5

25.4

4.2

5.9

15.0

働いていない(n=134)

パートタイム勤務(n=71)

フルタイム勤務(n=68)

全体(n=273)

40歳未満

40歳代

50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

(%)
0 20 40 60 80 100

  「男性」が 33.6％に対し「女性」が 64.5％となっています。 

33.6 64.5 2.0 全体(n=307)

(%)
0 20 40 60 80 100

男性 女性 無回答
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（６）介護者が行っている介護等 

Ａ票・問６ 【問２で「ない」以外に○をした方】 

現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。（いくつでも選択可） 

□全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.9 

67.8 

65.8 

62.9 

39.7 

25.4 

22.8 

22.8 

18.6 

13.7 

13.4 

11.7 

11.7 

10.1 

8.5 

0.3 

2.9 

62.4 

53.2 

60.6 

42.2 

13.8 

6.4 

11.0 

7.3 

10.1 

2.8 

11.0 

1.8 

0.9 

1.8 

9.2 

0.0 

5.5 

84.1 

70.2 

72.8 

73.5 

49.7 

32.5 

26.5 

20.5 

17.2 

9.9 

13.9 

8.6 

8.6 

7.3 

7.3 

0.0 

2.0 

93.3 

93.3 

55.6 

80.0 

71.1 

48.9 

40.0 

66.7 

42.2 

53.3 

17.8 

46.7 

48.9 

37.8 

11.1 

2.2 

0.0 

0 20 40 60 80 100

(MA%)

要支援１・２(n=109)

要介護１・２(n=151)

要介護３以上(n=45)

全体(n=307)

その他の家事（掃除、
洗濯、買い物等）

食事の準備（調理等）

外出の付き添い、送迎等

金銭管理や生活面に必要な
諸手続き

服薬

認知症状への対応

入浴・洗身

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

日中の排泄

医療面での対応（経管栄養、
ストーマ等）

食事の介助（食べる時）

身だしなみ
（洗顔・歯磨き等）

夜間の排泄

その他

わからない

無回答

  全体では、「その他の家事（掃除、洗

濯、買い物等）」（77.9％）や「食事の

準備（調理等）」（67.8％）、「外出の付

き添い、送迎等」（65.8％）が多くなっ

ています。 

  要介護度別では、いずれも「その他

の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が最

も多く、また要介護３以上では「食事

の準備（調理等）」も多くなっています。

これに次いで要支援１・２では「外出

の付き添い、送迎等」が、要介護１・

２と要介護３以上では「金銭管理や生

活面に必要な諸手続き」が多くなって

います。 

  「外出の付き添い、送迎等」を除くす

べての項目で、要介護度が上がるほど

それらの割合も高くなっています。 
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□介護者の就労形態別（自動集計分析ソフトによる集計に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  介護者の就労形態別でみると、就労形態に関係なく「その他の家事（掃除、洗濯、買

い物等）」が最も多くなっています。特にパートタイム勤務者及び未就労者の割合が高く

なっています。 

7.4 

8.8 

8.8 

13.2 

5.9 

8.8 

13.2 

61.8 

27.9 

13.2 

11.8 

54.4 

72.1 

55.9 

11.8 

0.0 

16.9 

11.3 

9.9 

28.2 

14.1 

31.0 

28.2 

74.6 

45.1 

36.6 

11.3 

74.6 

88.7 

74.6 

11.3 

0.0 

18.3 

12.2 

17.6 

28.2 

16.8 

29.0 

19.8 

67.9 

49.6 

30.5 

17.6 

82.4 

84.0 

73.3 

6.9 

0.8 

15.2 

11.1 

13.3 

24.4 

13.3 

24.4 

20.4 

68.2 

43.0 

27.8 

14.4 

73.3 

82.2 

69.3 

9.3 

0.4 

0 20 40 60 80 100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

(MA%)

全体(n=270)

フルタイム勤務(n=68)

パートタイム勤務(n=71)

働いていない(n=131)
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（７）介護を理由に仕事を辞めた介護者の有無 

Ａ票・問７ 【問２で「ない」以外に○をした方】 

     ご家族やご親族の中で、ご本人（調査対象者）の介護を主な理由として、過去１年の

間に仕事を辞めた方はいますか。（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問い

ません）（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.8 

2.3 

1.0 

1.0 

63.8 

1.3 

21.5 

2.8 

1.8 

0.9 

0.0 

62.4 

0.9 

31.2 

10.6 

3.3 

0.7 

1.3 

67.5 

1.3 

15.9 

22.2 

0.0 

2.2 

2.2 

55.6 

2.2 

17.8 

0 20 40 60 80
(MA%)

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

要支援１・２(n=109)

要介護１・２(n=151)

要介護３以上(n=45)

全体(n=307)

  全体では、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 63.8％で最も多くなっ

ています。 

  「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」の割合は、要介護３以上で 22.2％と最も高

くなっています。 
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（８）現在利用している介護保険サービス以外の支援・サービス 

Ａ票・問８ 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回

答ください。（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

  □全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  「利用していない」（52.5％）が半数を占め、一方、利用しているサービスは、「掃除・洗

濯」（11.5％）、「配食」（11.0％）、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」（9.0％）など

が多くなっています。 

  世帯類型別でみると、単身世帯では「配食」（21.3％）や「掃除・洗濯」（20.1％）、「買

い物（宅配は含まない）」（16.5％）などが上位となっています。 

 

11.5 

11.0 

9.0 

8.8 

8.8 

7.9 

6.9 

4.6 

3.8 

5.0 

52.5 

7.9 

0 20 40 60

掃除・洗濯

配食

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

買い物(食品、日用品等）

外出同行（通院、買い物など）

サロンなどの定期的な通いの場

ゴミ出し

見守り、声かけ

調理

その他

利用していない

無回答

(MA%)
(n=520)
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□世帯類型別（自動集計分析ソフトによる集計に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.3

5.5

20.1

16.5

8.5

12.8

14.0

7.3

9.1

6.1

42.7

5.6

2.4

8.0

5.6

9.6

7.2

12.0

3.2

8.8

4.0

64.0

7.7

4.4

8.2

4.9

4.9

8.8

4.4

4.4

8.2

6.0

65.9

11.9

4.3

12.3

9.1

7.4

9.8

9.8

5.1

8.7

5.5

57.3

0 20 40 60 80

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

(MA%)

全体(n=471)

単身世帯(n=164)

夫婦のみ世帯(n=125)

その他(n=182)

  世帯類型別でみると、単身世帯では「配食」（21.3％）や「掃除・洗濯」（20.1％）、「買

い物（宅配は含まない）」（16.5％）などが上位となっています。 
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（９）在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

Ａ票・問９ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さら

なる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。（３つま

で選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

□全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□圏域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  「外出同行（通院、買い物など）」が 19.8％で最も多く、次いで「移送サービス（介護・

福祉タクシー等）」が 18.8％、「掃除・洗濯」が 16.5％となっています。一方、「特になし」

は 26.3％となっています。 

  圏域別では、北部圏域は「外出同行（通院、買い物など）」が、南部圏域は「移送サービ

ス（介護・福祉タクシー等）」がそれぞれ最も多くなっています。 

19.8 

18.8 

16.5 

15.8 

14.0 

13.5 

13.1 

10.0 

9.8 

9.0 

3.7 

26.3 

13.3 

0 10 20 30

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

掃除・洗濯

見守り、声かけ

買い物(食品、日用品等）

配食

話し相手（お話ボランティア）

ゴミ出し

サロンなどの定期的な通いの場

調理

その他

特になし

無回答

(3LA%)
(n=520)

（上位５支援・サービス・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

  全  体
外出同行（通院、買
い物など）

移送サービス（介
護・福祉タクシー
等）

掃除・洗濯 見守り、声かけ
買い物( 食品、日用
品等）

(n=520) 19.8 18.8 16.5 15.8 14.0

北部圏域
外出同行（通院、買
い物など）

掃除・洗濯
移送サービス（介
護・福祉タクシー
等）

見守り、声かけ
買い物( 食品、日用
品等）

(n=123) 22.8 17.9 15.4 15.4 11.4

南部圏域
移送サービス（介
護・福祉タクシー
等）

外出同行（通院、買
い物など）

掃除・洗濯 見守り、声かけ
配食／買い物( 食
品、日用品等）

(n=395) 19.7 18.7 15.9 15.7 14.4



 

39 

□世帯類型別（自動集計分析ソフトによる集計に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.3

15.2

30.3

23.4

23.4

26.9

22.8

26.2

13.8

4.8

18.6

18.8

10.7

14.3

17

9.8

25.9

27.7

10.7

9.8

2.7

39.3

11.8

7.1

14.1

10

2.9

18.8

17.6

17.6

11.2

5.3

37.6

16.2

10.8

19.7

16.4

11.7

23.4

22.0

18.7

11.7

4.5

31.6

0 20 40 60 80

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

(MA%)

全体(n=427)

単身世帯(n=145)

夫婦のみ世帯(n=112)

その他(n=170)

  世帯類型別では、単身世帯は「掃除・洗濯」（30.3％）や「外出同行（通院、買い物な

ど）」（26.9％）、「見守り・声かけ」（26.2％）などが多くなっています。夫婦のみ世帯で

は「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」（27.7％）や「外出同行（通院、買い物な

ど）」（25.9％）などが上位となっています。 
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（10）施設等への入所・入居の検討状況 

Ａ票・問10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。（１つ

を選択） 

 

 

 

 

 

 

 

□要介護度別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□世帯類型別（自動集計分析ソフトによる集計に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全体では、「入所・入居は検討していない」が 66.9％を占めています。 

  要介護度別では、「入所・入居を検討している」と「すでに申し込みをしている」の各割

合は要介護度が上がるほど高く、要介護３以上でそれぞれ 24.6％、20.0％となっています。 

  世帯類型別では、「入所・入居を検討している」と「すでに申し込みをしている」の各割

合は単身世帯で高くなっています。 

66.9 

70.1 

67.9 

50.8 

17.1 

15.7 

16.3 

24.6 

6.0 

1.6 

7.1 

20.0 

10.0 

12.6 

8.7 

4.6 

(%)
0 20 40 60 80 100

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答

要支援１・２(n=254)

要介護１・２(n=196)

要介護３以上(n=65)

全体(n=520)

79.6 

80.6 

62.0 

74.1 

13.8 

16.3 

28.0 

19.1 

6.6 

3.1 

10.0 

6.7 

その他(n=181)

夫婦のみ世帯(n=129)

単身世帯(n=150)

全体(n=460)

入所・入居は検討していない
入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

(%)
0 20 40 60 80 100



 

41 

（11）本人（調査対象者）が現在抱えている傷病 

Ａ票・問11 ご本人（調査対象者）が現在抱えている傷病について、ご回答ください。（いくつ

でも選択可） 

 

 

 

 

□全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□要介護度別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全体では「眼科・耳鼻科疾患」が最も多く、次いで「認知症」となっています。 

  要支援認定者では「眼科・耳鼻科疾患」が、要介護認定者では「認知症」が多くなって

います。 

26.2 

22.7 

21.7 

20.6 

17.9 

14.0 

9.2 

7.3 

7.1 

4.2 

2.3 

1.7 

1.7 

20.2 

6.0 

1.3 

4.2 

0 10 20 30

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

認知症

筋骨格系疾患(骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

心疾患（心臓病）

変形性関節疾患

糖尿病

脳血管疾患（脳卒中）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

パーキンソン病

腎疾患（透析）

膠原病（関節リウマチ含む）

難病（パーキンソン病を除く）

その他

なし

わからない

無回答

(MA%)
(n=520)

（上位５疾病・％）

 1位 2位 3位 4位 5位

  全  体
眼科・耳鼻科疾患（視
覚・聴覚障害を伴うも
の）

認知症
筋骨格系疾患( 骨粗
しょう症、脊柱管狭窄
症等）

心疾患（心臓病） 変形性関節疾患

(n=520) 26.2 22.7 21.7 20.6 17.9

要支援１・２
眼科・耳鼻科疾患（視
覚・聴覚障害を伴うも
の）

筋骨格系疾患( 骨粗
しょう症、脊柱管狭窄
症等）

変形性関節疾患 心疾患（心臓病） 糖尿病

(n=254) 27.6 22.0 22.0 21.7 13.8

要介護１・２ 認知症
眼科・耳鼻科疾患（視
覚・聴覚障害を伴うも
の）

筋骨格系疾患( 骨粗
しょう症、脊柱管狭窄
症等）

心疾患（心臓病） 糖尿病

(n=196) 39.3 24.5 23.0 21.4 15.3

要介護３以上 認知症
眼科・耳鼻科疾患（視
覚・聴覚障害を伴うも
の）

筋骨格系疾患( 骨粗
しょう症、脊柱管狭窄
症等）

脳血管疾患（脳卒中） 心疾患（心臓病）

(n=65) 44.6 24.6 16.9 15.4 15.4
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（12）訪問診療の利用有無 

Ａ票・問12 ご本人（調査対象者）は、現在、訪問診療を利用していますか。（１つを選択） 

※訪問歯科診療や居宅療養管理指導等は含みません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）介護保険サービス（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外）の利用状況 

Ａ票・問13 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービスを利用していま

すか。（１つを選択） 

 

 

 

 

①利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全体では「利用している」が 21.7％に対し、「利用していない」が 73.7％となっています。 

  「利用している」割合は、要介護度が上がるとともに上昇し、要介護３以上では 44.6％とな

っています。 

  全体では「利用している」が 56.0％に対し、「利用していない」が 39.6％となっています。 

  「利用している」割合は、要介護度が上がるとともに上昇し、要介護３以上では 70.8％を

占めています。 

21.7 

14.6 

23.5 

44.6 

73.7 

81.5 

70.9 

50.8 

4.6 

3.9 

5.6 

4.6 

利用している 利用していない 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

要支援１・２(n=254)

要介護１・２(n=196)

要介護３以上(n=65)

全体(n=520)

56.0 

45.7 

64.8 

70.8 

39.6 

49.6 

31.1 

24.6 

4.4 

4.7 

4.1 

4.6 

(%)
0 20 40 60 80 100

利用している 利用していない 無回答

要支援１・２(n=254)

要介護１・２(n=196)

要介護３以上(n=65)

全体(n=520)
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②介護保険サービスの組み合わせの利用状況（自動集計分析ソフトによる集計に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  介護保険サービスの組み合わせの利用状況をみると、要支援認定者及び要介護１・２認

定者は「通所系のみ」が、要介護３以上の認定者は「訪問＋通所＋短期」が多くなってい

ます。 

44.3 

10.5 

23.1 

0.8 

11.8 

1.2 

4.5 

3.1 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

54.7 

8.7 

28.0 

0.4 

7.5 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.2 

13.3 

20.9 

1.0 

16.8 

1.0 

8.7 

3.1 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

36.9 

9.2 

10.8 

1.5 

13.8 

6.2 

6.2 

15.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

(%)

全体(n=515)

要支援１・２(n=254)

要介護１・２(n=196)

要介護３以上(n=65)
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（14）介護保険サービスを利用していない理由 

Ａ票・問14 【問13で「２．利用していない」と回答した方にお伺いします。】 

介護保険サービスを利用していない理由は何ですか。（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15）住み慣れた地域で安心して過ごすために必要なこと 

Ａ票・問15 住み慣れた地域で、いつまでも安心して過ごすには何が必要だと思いますか。 

（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「安心して医療が受けられること」が最も多くなっています。 

  「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」（63.1％）が最も多く、次いで「本

人にサービス利用の希望がない」（18.0％）、「家族が介護するため必要ない」（17.0％）が

続いています。 

 

63.1 

18.0 

17.0 

6.3 

4.9 

4.4 

3.4 

1.0 

9.2 

7.3 

0 20 40 60 80

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが、手続きや利用方法が分からない

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

以前、利用していたサービスに不満があった

その他

無回答

(MA%)
(n=206)

62.1 

45.0 

43.5 

41.5 

41.2 

38.7 

38.1 

35.6 

30.2 

30.2 

18.8 

2.5 

3.3 

6.2 

0 20 40 60 80

安心して医療が受けられること

通院等のための移動手段

ホームヘルプサービスやデイサービスなどの介護サービスの充実

自分にあった健康づくり、介護予防・認知症予防活動

積極的に外出して友人や知人と交流すること

経済的な余裕、資産

家族や親族の援助

スーパー、金融機関、郵便局、病院など日常生活に必要な店や施設

地域の見守り・支え合い活動の推進（定期的な訪問、話し相手等）

安全で安心して生活できる住居（段差がない、手すりがある等）

生きがいづくりや地域での活動（ボランティア、老人クラブ等）

雇用や就業機会の確保

その他

無回答

(MA%)
(n=520)
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３ 人生の終い支度や終末医療について                

（１）本人が人生の最期を迎えたい場所 

Ａ票・問16 ご本人（調査対象者）は、人生の最期をどこで迎えたいですか。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）最期まで自宅で過ごすために必要なこと 

Ａ票・問17 【問16で「１．自宅」と回答した方にお伺いします。】 

最期まで自宅で過ごすためには、どのようなことが必要だと思いますか。（３つまで

選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.6 

53.5 

52.6 

33.3 

27.0 

25.2 

10.8 

1.5 

2.1 

0 20 40 60 80

家族に介護の負担がかからないこと

いざというときに入院できる病院

かかりつけ医による往診

ホームヘルプサービスや訪問看護

家族の理解や支援

自宅で介護が続けられる住環境

ご近所や友人等の見守り、声かけ

その他

無回答

(3LA%)
(n=333)

  「自宅」が 64.0％で最も多く、次いで「病院などの医療施設（緩和ケア病棟やホスピス

を含む）」（8.1％）、「特別養護老人ホームやグループホームなどの介護保険施設」（6.0％）

となっています。 

64.0 

1.7 

0.0 

1.0 

6.0 

8.1 

0.8 

14.2 

4.2 

0 20 40 60 80

自宅

息子・娘の家

兄弟姉妹などの親戚の家

高齢者向けのケア付住宅

特別養護老人ホームやグループホームなどの介護保険施設

病院などの医療施設（緩和ケア病棟やホスピスを含む）

その他

わからない

無回答

(%)

(n=520)

  「家族に介護の負担がかからないこと」（64.6％）が最も多く、次いで「いざというとき

に入院できる病院」（53.5％）、「かかりつけ医による往診」（52.6％）となっています。 
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（３）人生の最終段階での医療について家族と話し合った経験の有無 

Ａ票・問18 人生の最終段階における医療についてお聞きします。ご自身の死が近づいた場合に

受けたい医療や受けたくない医療について、ご家族とどのくらい話し合ったことがあ

りますか。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.6 41.9 45.6 6.9 全体(n=520)

(%)
0 20 40 60 80 100

詳しく話し合っている

一応話し合ったことがある

全く話し合ったことがない 無回答

  「全く話し合ったことがない」が 45.6％で最も多く、次いで「一応話し合ったことがあ

る」が 41.9％で、「詳しく話し合っている」は 5.6％となっています。 
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４ 主な介護者の就労と介護の両立について                

（１）勤務形態 

Ｂ票・問１ 主な介護者の方の現在の勤務形態についてご回答ください。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①働き方についての調整等 

Ｂ票・問２ 【問１で「１．フルタイムで働いている」「２．パートタイムで働いてい

る」と回答した方にお伺いします。】 

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等

をしていますか。（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  『働いている』（「フルタイムで働いている」＋「パートタイムで働いている」）割合は、

いずれの要介護度も４割台となっています。 

  「働いていない」割合は要介護度が上がるほど高く、要介護３以上で 57.8％となってい

ます。 

  「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務等）しながら、働いている」が 26.6％、

「労働時間、休暇、在宅勤務以外の調整をしながら、働いている」が 18.2％とな

っています。 

44.8 

26.6 

18.2 

15.4 

2.8 

2.1 

1.4 

0 10 20 30 40 50

特に行っていない

労働時間を調整（残業免除、短時間勤務等）
しながら、働いている

労働時間、休暇、在宅勤務以外の調整を
しながら、働いている

休暇（年休や介護休暇等）を
取りながら、働いている

在宅勤務を利用しながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(MA%)

(n=143)

22.8 

24.8 

23.8 

15.6 

23.8 

22.0 

23.2 

26.7 

43.6 

36.7 

45.0 

57.8 

0.7 

1.8 

0.0 

0.0 

9.1 

14.7 

7.9 

0.0 

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=307)

要支援１・２(n=109)

要介護１・２(n=151)

要介護３以上(n=45)
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②仕事と介護の両立に効果的な勤め先からの支援 

Ｂ票・問３ 【問１で「１．フルタイムで働いている」「２．パートタイムで働い

ている」と回答した方にお伺いします。】 

主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の

両立に効果があると思いますか。（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自動集計分析ソフトによる集計に基づく）   

  

25.8 

25.8 

32.3 

21.0 

1.6 

17.7 

16.1 

21.0 

1.6 

11.3 

4.8 

14.1 

28.1 

25.0 

23.4 

0.0 

6.3 

10.9 

32.8 

7.8 

18.8 

4.7 

19.8 

27.0 

28.6 

22.2 

0.8 

11.9 

13.5 

27.0 

4.8 

15.1 

4.8 

0 10 20 30 40

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

(MA%)

全体(n=126)

フルタイム勤務(n=62)

パートタイム勤務(n=64)

  全体でみると、「制度を利用しやすい職場づくり」（28.6％）、「介護休業・介護

休暇等の制度の充実」（27.0％）、「介護をしている従業員への経済的な支援」

（27.0％）が上位となっています。 

  介護者の就労形態別でみると、フルタイム勤務者は「制度を利用しやすい職場

づくり」（32.3％）が最も多く、次いで「介護休業・介護休暇等の制度の充実」

（25.8％）が多くなっています。一方、パートタイム勤務者は「介護をしている

従業員への経済的な支援」（32.8％）が最も多く、次いで「介護休業・介護休暇等

の制度の充実」（28.1％）となっています。 
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③仕事と介護の両立の継続意向 

Ｂ票・問４ 【問１で「１．フルタイムで働いている」「２．パートタイムで働い

ている」と回答した方にお伺いします。】 

主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。 

（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④主な介護者が働いていない理由 

Ｂ票・問５ 【問１で「３．働いていない」と回答した方にお伺いします。】 

主な介護者の方の働いていない理由は、何ですか。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊複数の回答があったため、すべての回答を有効としています。 

  

32.8 

21.6 

15.7 

11.2 

12.7 

7.5 

0 10 20 30 40

定年で退職した

家族の介護のため

もともと専業主夫・主婦のため、職に就いていない

自身の健康上などの理由

その他

無回答

(MA%)
(n=134)

  全体では、『続けていける』（「問題なく、続けていける」＋「問題はあるが、

何とか続けていける」）割合は 74.8％となっています。 

  『続けていける』割合は、要介護１・２が 80.3％と最も高くなっています。 

  『続けていくのは難しい』の割合は、要介護３以上では 31.6％となっています。 

  「定年で退職した」（32.8％）が最も多く、次いで「家族の介護のため」（21.6％）

となっています。 

18.2 

29.4 

14.1 

5.3 

56.6 

43.1 

66.2 

57.9 

10.5 

5.9 

9.9 

21.1 

7.7 

7.8 

7.0 

10.5 

4.2 

9.8 

1.4 

0.0 

2.8 

3.9 

1.4 

5.3 

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=143)

要支援１・２(n=51)

要介護１・２(n=71)

要介護３以上(n=19)
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（２）現在の生活を継続するうえで介護者が不安に感じる介護等 

Ｂ票・問６ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等につ

いて、ご回答ください。（現状で行っているか否かは問いません。）（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.5 

30.3 

8.1 

27.4 

3.3 

3.9 

15.3 

29.0 

12.7 

36.5 

9.8 

27.0 

23.8 

14.0 

6.2 

4.9 

1.3 

5.9 

10.1 

14.7 

6.4 

15.6 

1.8 

0.9 

14.7 

31.2 

10.1 

19.3 

10.1 

25.7 

22.9 

13.8 

4.6 

11.9 

2.8 

11.0 

25.8 

35.1 

7.9 

34.4 

2.0 

3.3 

15.2 

27.8 

15.2 

47.7 

10.6 

26.5 

24.5 

13.9 

6.0 

0.7 

0.7 

2.6 

35.6 

48.9 

13.3 

33.3 

11.1 

13.3 

17.8 

26.7 

11.1 

42.2 

6.7 

31.1 

22.2 

15.6 

11.1 

2.2 

0.0 

4.4 

0 20 40 60

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き
等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、
ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、
買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸
手続き

その他

不安に感じていることは、特
にない

主な介護者に確認しないと、
わからない

無回答

(MA%)

全体(n=307)

要支援１・２(n=109)

要介護１・２(n=151)

要介護３以上(n=45)

  全体では、「認知症状への対応」

（36.5％）が最も多く、次いで「夜間

の排泄」（30.3％）、「外出の付き添い、

送迎等」（29.0％）が続いています。 

  要支援１・２では「外出の付き添い、

送迎等」が最も多く、次いで「食事の

準備（調理等）」が多くなっています。 

  要介護１・２では「認知症状への対

応」が最も多く、次いで「夜間の排泄」

が多くなっています。 

  要介護３以上では「夜間の排泄」が

最も多く、次いで「認知症状への対応」

が多くなっています。 
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